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０ か ら 始 め る ｉ ア プ リ （ ２ ）

環境を整える こ と は難し く な く な り ま し た 。

前章 で は イ ン ス ト ー ル ま で を体験 し ま し た が 、 こ の 章で は ビ ル ド と よ ばれ る Javaプ ロ グ ラ ミ ン グの 一般

的 な作 法につい て学 習し ま し ょ う 。

ま た 、 ｉ ア プ リ 開 発 ツー ル を 使え ば 、 Javaの プ ロ グ ラ ミ ン グ 開発 は初心 者にも 容易 にな り ま す が 、 その

か わ り 、 それな ら では の作法 を覚 えな く て は な り ま せん 。

た だ し 、 そ の行程は一 度覚えて し ま えば あ と は繰 り返 しで す 。

この単 元で開発 工程を体得し ま し ょ う 。

１ ． ユ ー ザ ーが ｉ ア プ リ を利 用 す る 流 れ

一 般 ユ ー ザー が ｉ ア プ リ を 利用 す る には ホー ム ペ ージ か ら ダ ウ ン ロ ー ド し て 、 自 分の 携 帯 電話 で 実行

し ま す 。

セ キ ュ リ テ ィ 的 には現 在はキ ツ メ の設 定に な っ て い ま す ので 、 実機 で実 行とい っ て も で き る こ と は限 ら

れ てい ます （ ユ ーザ ーの ア ド レ ス帳 を ｉ ア プ リ では利用で きない 等 ） 。

で すか ら 、 ｉ ア プ リ で も ダ ウ ン ロ ー ド 型の ア プ リ ケ ー シ ョ ン も 開発 で き る ので す が 、 そ れは ダ ウ ン ロ ー ド し

た サ イ ト のみデー タ を ダ ウ ン ロー ドで き る よ う な使用にな っ て い ま す 。

さ て 、 ユ ーザ ーの ｉ ア プ リ利用 は次のよ う な手順をふ む こ と にな り ま す 。

① 50 3 iシ リ ー ズ で ｉ ア プ リ が 掲 載 さ れ て い る サ イ ト へ ユ ー ザ ー が ア ク セ ス

する 。

（ ｉ モ ー ド を使 っ て ｉ ア プ リ掲 載サイ ト へ ア ク セ ス し始め る ）

② ｉ ア プ リ を ダ ウ ン ロー ドす るハ イパ ー リ ン ク を ク リ ッ ク す る 。

（ ダ ウ ン ロー ドの ハ イ パ ー リ ン ク が表示さ れ る ）

③ [決定 ]ボ タ ン を押す 。

（ ダ ウ ン ロー ドが始ま る ）
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④実機 に ｉ ア プ リ が格納 され る 。

（ ｉ ア プ リ が リ ス ト ア ッ プ さ れる ）

⑤ ダ ウ ン ロ ー ド さ れ た ｉ ア プ リ が 選 ば れ て い る の を 確 認 の 上 、 [決 定 ]ボ

タ ン を押す 。

（ Javaが VMが起動する ）

⑥ ｉ ア プ リ が実 行され る 。

（ こ の と き は通信 費はかか っ て い ない 。実 機のみでの 実行。 ）

②の行程 ではユーザーは ｉ モ ー ド を使 っ てホ ームペ ージ に ア クセ ス し てい ま す 。

た だ 、 サ イ ト 側で は 、 ホー ム ペ ージ のハ イ パ ー リ ン ク に は 、 ADFと呼 ばれ る ｉ ア プ リ の フ ァ イ ル名 や 作成

年 月日な どがかか れた 設定フ ァ イル を読みにい く よ う に な っ て い ま す 。

実機の方 では その 設定フ ァ イル の中身を読 み、 実際 の ｉ ア プ リ の 実体を読み込みます 。

つ ま り 、 ｉ ア プ リ を利用し て も ら う た め に 、 開発 者は次の フ ァ イル を用意す る こ と に な り ま す 。

（ １ ） ｉ ア プ リ ～ . j ar

（ ２ ） ADFフ ァ イ ル ～ . j am

（ ３ ） ホ ー ムペ ージ フ ァ イ ル ～ . htm l

（ ２ ） と （ ３ ） は テ キ ス ト フ ァ イ ル です が 、 （ １ ） は Javaで書 かれた バイ ナ リ ー 形式 です 。 です か ら 、 開発

ツー ルな どがな く と も （ ２ ） と （ ３ ） は テ キ ス ト エデ ィ タ等で 開発が可能 です 。

ADFフ ァ イ ル に は 、 ｉ ア プ リ 実 行 体 の フ ァ イ ル 名 、 最 終 更 新 日 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン サ イ ズ な ど ｉ ア プ リ 実

行 体に関す る情報が記述 されてい ま す 。

（ ｉ ア プ リ開発 TOOLを使用 すれば 、自 動的に生 成され ます ） 。
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２ ． ｉ ア プ リ 開 発 の 流 れ

ｉ ア プ リ 開 発の 基 本 的 な 流 れは Jav aア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 のそ れ と ほ ぼ 同 じ 行 程 を経 ます 。 し か し 、

携 帯電話特有 の行程 である プ リ ー ベ リ フ ァ イ と い う行程 が加 わ り ま す 。

① 設計

② ソー ス記述

③ ビル ド （ コ ンパ イ ル ）

④ ビ ル ド が う ま く い か な ければ、 デバ ッ グ を し再 びビ ル ド 。

⑤ プ リ ー ベ リ フ ァ イ

⑥ エ ミ ュ レ ー タ に よ る実行確 認

⑦ ア ッ プ ロー ド

⑧ 実機テス ト

ビ ル ド ソ ー ス を テ キ ス ト エ デ ィ タ 等 で 記 述 し た 後 、 保 存 を し 、 そ れ を パ ソ コ ン が理 解 で

き る よ う な デ ー タ 形 式に 変換 す る こ と を いい ま す 。 Ｃ 言 語な ど 多 く の開 発言 語で は

こ の行程 を経 ます 。

デ ー タ 形 式 を パ ソ コ ン 用 に 変 換 し て 実 行 し ま す の で 、 実 行 速 度 が 一 般 的 に は

速 い 点 が 優 れ て い ま す 。 し か し 、 HTMLな ど の ス ク リ プ ト 言 語 と 比 べ る と 、 開 発 に

は若干 手間がかか り ま す （変 換し てか ら でな い と実行 テス ト がで き ない 等 ） 。

プ リ ー ベ リ フ ァ イ 一 般 的 な Ja v aで は 実 行 さ れ る パ ソ コ ン ご と に 実 行 可 能 か ど う か を 、 ダ ウ ン ロ ー

ド 後 、 チ ェ ッ ク し て か ら 実 行 と い う 手 順 を ふ み ま す （ セ キ ュ リ テ ィ 的 に 配 慮 し て い る

の です ） 。

し か し 、 携 帯 電 話 で の Jav aで は そ の よ う な 機 能 を 搭 載 す る と 、 携 帯 電 話 本 来

の 軽 さ が 損な わ れて し ま い ま す の で 、 実 行 確 認を 事前 に し て おい て 、 ダ ウ ン ロ ー ド

し て も ら う よ う な仕様にな っ て い ま す 。

そ の事 前確認を プ リ ー ベ リ フ ァ イ と い い ま す 。

一 般 的 には 、 こ の行 程 で最 も 開 発時 の ミ ス が 発覚 し ます の で 、 開 発者 に と っ て

は助か る と言えば助か り ま す 。

ま た 、 プ リ ー ベ リ フ ァ イ が成 功 し た 後 は 、 j a rフ ァ イ ル と い う実 行 形 式の バ イ ナ リ ー

フ ァ イ ル に 、 画像フ ァ イル など 必要な フ ァ イル を すべて ま と め て く れま す 。

エ ミ ュ レ ー タ 携 帯 電 話 に 限 ら ず 現 在 の パ ソ コ ン で は 、 ゲ ー ム 機 な ど の 処 理 を 模 倣 し 、 実 際

に そ の マ シ ン が パ ソ コ ン 上で 動いている よ う に させ る ソ フ ト が あ り ま す 。

そ の ソ フ ト を総 称し て エ ミ ュ レ ー タ と い い ます 。

ｉ ア プ リ 開 発で は 、 実 機で の テス ト は パ ケ ッ ト料 金 がかか る こ と や 、 プ リ ー ベ リ フ ァ

イ の 必 要 性 が あ る た め 、 パ ソ コ ン に携 帯 電 話 と 同 等 の 実 行 環 境 を用 意 す る 必要

がある のです 。 そ の代表 的なソ フ ト が i-JADEです 。

現 在では 、 ｐ 、 ｎ 、 ｆ を 模倣し た動作 確認ができ る よ う に な っ て い ま す 。

開 発では実機 テス トの 前に 、 エ ミ ュ レ ー タ で テ ス ト す る のです 。

【 ワ ン ポ イ ン ト 】 DoJaだ け では ダ メ？ ！
2 001年 4月 27日 に NTTド コ モ 社 か ら 発 表さ れた エ ミ ュ レ ー タ で 、 す で に 次 の よ う な実 機 と の ズ レ が発

覚 してい ま す 。

（ １ ） MLDフ ァ イ ルが再生さ れない

→ MID Iと い う形 式は再 生可 能なの で 、 テ ス ト は MID I形式 にし 、 確 認後は MLDと い う ｉ メ ロ デ ィ の 形式 に

変 換して ア ッ プ ロー ドす る よ う に な り ま す 。 ｉ － JADEでは正し く再生 され ます 。

（ ２ ） 表示可能領 域が違 う

→ 一 般 的 な 実 機 では 12 0*1 30ド ッ ト と い う解 像 度 で す が 、 DoJaで は そ れ よ り も 小 さ い の で 、 画 像 をあ

つ か う ｉ ア プ リ を開発 の際には 、 やは り I -JADEを併用す る こ と にな り ま す 。

し か し 、 実 際 には ｉ － JADEでも 色 再 現が 実機 と 違 っ た り 、 実行 速度 が機 種ご と に違 っ た り （ 一 般的

に は pは遅 いよ う です 。 ア ク シ ョ ン ゲ ーム な ど に は適し てい な い 、 と い う の が業 界の共 通し た考 えのよ う で

す ） 2001年 4月 27日現 在 発表 さ れてい る Dや SOな どの エ ミ ュ レ ー タ は発 表さ れ て ま せ ん ので 、 や は り最

終 的には実機での 確認が必要 になり ま す 。 パケ ッ ト料金 が早 く下が る と い いで すね 。
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３ ． は じ め て の ｉ ア プ リ 作 成 ～ 作業 フ ォ ル ダ の 作 成 ～

それでは 、 実際に ｉ ア プ リ を開発し てみ ま し ょ う 。

プ ロ グ ラ ミ ン グ の勉強で 一番最初 に知る 、 画面上に 文字を表示さ せる 最も伝 統的な課題で す 。

仕様ソ フ ト は 、 Sei i ch iN i sh imu ra氏の iｱﾌﾟ ﾘ開 発 Too l DoJa版です （前 節参照 ） 。

【 課題 １ 】画面上 に 「 He l l o !PC」 と 赤い色で 表示さ せな さい 。

【 仕様 】 表示 文字 ： He l l o !PC

表示 色 ： getCo lo rO fRGB(255 , 0 , 0) ・ ・ ・ 赤 です （ 詳 し く は後 章 ） 。

表示 座標値 ： ｘ座標 30 ｙ 座標 60

ソ ー ス 名 ： Mk01

【 参考画面 】

【 入力ソース 】 ------------------------------------------------------------------

import com.n t tdocomo .u i .* ;

pub l i c c l as s Mk01 extends IApp l i ca t i on {

pub l i c vo i d star t ( ) {

D i sp lay .se tCur ren t (new Mk01d ( ) ) ;

}

}

c l ass Mk01d extends Canvas {

pub l i c vo i d pa i nt (G raph i cs g ) {

g . lock ( ) ;

g . c l earRec t (0 , 0 , ge tWidth ( ) , getHe i ght ( ) ) ;

g . setCo l o r( g .ge tCol o rOfRGB(255 ,0 ,0 ) ) ;

g . drawSt r i ng ( "He l l o !PC", 30 ,60 ) ;

g . un l ock ( t rue) ;

}

}

- ----------------------------------------------------------------------------
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① [ス タ ー ト ]→ [プ ロ グ ラ ム ]→ [Se i i ch i N i sh imu ra iｱﾌﾟ ﾘ開 発 ]→ [ iｱﾌ ﾟﾘ開発 Too l DoJa版 ]を ク リ ッ ク

し ま す 。

（ iｱﾌ ﾟﾘ開発 Too l DoJa版が起動し ます 。 2001年 04月 27日 現在はバー ジ ョ ン が 0. 7にな っ て い ま す ）

【 ワ ン ポ イ ン ト 】 iｱﾌ ﾟﾘ開 発 Too l DoJa版 の 画 面
① ｉ ア プ リ を 新 規 に 作 成 す る 際 に 、 プ ロ ジ ェ ク ト と い う ｉ ア プ リ 専 用 フ ォ ル ダ

の よ う な も の を作るので すが 、 それ を作成し ま す 。

② プ ロ ジ ェ ク ト を作 成 後 、 実際 の ソ ー ス を入 力 し て い く の で す が 、 そ の ソ ー

ス フ ァ イ ルが リ ス ト ア ッ プ さ れ る欄です 。

③ プ ロ ジ ェ ク ト を 作 成 後 、 こ の [追 加 ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し 、 ソ ー ス を 記 述 す

る実際 の フ ァ イル 名 （ メ イ ン ク ラ ス 名 と表記 され ます ） を入力し ま す 。

④ メ イ ン ク ラ ス を追 加 し た後 、 こ の [編 集 ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し 、 ソ ー ス を入力

し て い き ま す 。 ク リ ッ ク す る と デ フ ォ ル ト で は メ モ帳 が 起 動 す る よ う に な っ て

い ま す 。

⑤ 新 規 に プ ロ ジ ェ ク ト を 作 成 す る 際 に は 、 メ イ ン ク ラ ス 欄 に リ ス ト ア ッ プ さ

れ て い る フ ァ イ ル を こ のボ タ ン を使 っ て削 除し ま す 。

そ の 際 に は 、 実 際 の フ ォ ル ダ か ら も 削 除 さ れ て し ま う の で 、 注 意 が 必 要

です 。必 要な ソース フ ァ イ ルは必ず別 な場 所に移動し てお きま し ょ う 。

⑥ 後 述 の 画 像 フ ァ イ ル を 扱 い に は 、 こ の 欄 に 、 [追 加 ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し 、

そ の フ ァ イル を リ ス ト ア ッ プ して おかな く て はな り ま せ ん 。

⑦ NTTド コ モ 社 か ら 提 供 さ れ て い る DoJ aに て 実 行 確 認 す る 際 に は 、 こ の

ボ タ ン を ク リ ッ ク し て 、確 認し ま す 。

す ぐ上に 、 プ リ ー ベ リ フ ァ イ な ど の メ ッ セ ー ジ も表示さ れ ます 。

⑧ ｉ － JADEを使 っ て実行確 認する 際に ク リ ッ ク し ま す 。

下 に あ る メ ニ ュ ー で 、 p 5 0 3 i、 n 5 0 3 i、 f 5 03 i用 の ｉ － JADEを 起 動 で き ま

す 。

⑦ 、 ⑧ の 動 作 テ ス ト ボ タ ン は プ リ ー ベ リ フ ァ イ が 成 功 し て も 、 す ぐ に 消 え

て し ま う こ と が あ り ま す 。 そ の 際 に は 、 ソ ー ス 内 正 し く な い 記 述 があ る 場 合

が ほ と ん ど で す の で 、 プ リ ー ベ リ フ ァ イ が 成 功 し て も ソ ー ス を 再 確 認 す る よ

う に し てみ ま し ょ う 。

① の上 部 に あ る [環 境 設定 ]ボ タ ン を使 えば 、 ソ ー ス を入 力す る と き の エ

デ ィ タ を 変更 す る こ と が で き ま す 。 使 い 慣れた もの が あ れば 、 そ れ を設定 し

てお く と便利 で し ょ う 。
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② [新規プ ロ ジ ェ ク ト ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し ま す 。

（ 新規プ ロ ジ ェ ク ト 保存ダ イ アロ グ が表示さ れます ）

③ 保存する 場所に (C : )ド ラ イ ブ を選び ま す 。

④ [新し い フ ォ ル ダの 作成 ]ボタ ン を ク リ ッ ク し ま す 。

⑤ 直接入力モー ドで kyouza iと 入力し ま す 。

⑥ [ENTER]キ ー を押し ま す 。

⑦ 作 っ た kyouza iフ ォ ル ダ を ダ ブ ル ク リ ッ ク し て 、開 き ます 。

⑧ 直接入力モー ドで 、 Mk01と 入力し ま す 。

⑨ [保存 ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し ます 。

【 ワ ン ポ イ ン ト 】 作 業 場 所 は (C : )ド ラ イ ブ内 で 。

ｉ ア プ リ で 開発 する と い っ て も 、 Javaと い う プ ロ グ ラ ミ ン グ 言語の 開発作 法に従 う こ と は変わ り ま せ ん 。

Javaで は 、 コ ン パ イ ル （ ビ ル ド ） と い う 変換 作 業 をす る 際 に 、 Wi ndows以 下 で動 く 、 DOSと い う プ ロ グ

ラ ムが基本に な り ます 。

その変 換作業に おいては 、 (C : )ド ラ イ ブ以下 に フ ォ ル ダ が あ り 、 そ の名前も ・ ・ ・ 、

・ 直接入 力モー ド で 、 英数字を含 む ８文字 以内。 × kyouzai _ i a pp l i

・ 数字や 記号で その 名前がは じ ま っ ては いけな い 。 × 01Mk

・ 大文字 小文字は認 識しない （ フ ォ ル ダ名 ） 。

上記の条 件を満た し た ソ ー スで な い と 、 正 し く ビ ル ドで きま せ ん 。

それは 、 Javaが ビ ル ド する際 に 、 DOSと い う プ ロ グ ラ ムのルー ルに依存す るか ら な のです 。
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４ ． は じ め て の ｉ ア プ リ 作 成 ～ 作業 フ ォ ル ダ の 作 成 ～

① メイ ン ク ラ ス側の [追加 ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し ま す 。

② 直接入力モー ドで 、 Mk01と 入力し 、 [OK]ボ タ ン を ク リ ッ ク し ま す 。

③ [編集 ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し ます 。

④ 直接入力モー ドで 正し く入力 しま す 。

【 注意事項 】

直接 入力モー ド で 。

大文 字小文字 を正 確に 。

セ ミ コ ロ ン や カ ッ コ の 数 に 注 意

です 。

． は ピ リ オ ド です 。

*は アス タ リ ス ク です 。

； はセ ミ コ ロ ン です 。

⑤ [フ ァ イ ル ]→ [上 書き保存 ]を選び ます 。

（ と く に画面上変 化はあ り ま せん 。 ）

⑥ [ビ ル ド ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し ま す 。
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（ [ビ ル ド ]ボタ ン を ク リ ッ ク す る と 、 ソ ー ス が正し ければ以下のよ う に メ ッ セ ージ が表示さ れ ます 。

→ →

（ ソ ー ス が 不 適 切 な 場 合 は 以 下 の よ う に 表 示 さ れ ま す の で 、 メ モ 帳 画 面 で 再 確 認 し 、 再 び 上 書 き保

存 し、 [ビ ル ド ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し 、 ビ ル ド を試み ます 。 ）

（ 正 し く ビ ル ド さ れ た 場 合 に は 、 (C : )ド ラ イ ブ の ky o uz a iフ ォ ル ダ に は以 下 の よ う に 保 存 さ れて い ま す 。 ）

⑦ [動作テ ス ト ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し ま す 。
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（ ｉ － JADEが起動し 、 実行画面 が表示さ れます ）

⑧ ｉ － JADEの [× ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し 、 ｉ － JADEを終了さ せま す 。

（ 動作テ ス ト ご と に新規の ウ ィ ン ド ウで実 行画面が表 示され るた め ）

⑨ iｱﾌ ﾟﾘ開発 Too l DoJa版 の [× ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し 、終了 しま す 。

【 ワ ン ポ イ ン ト 】 開 発 はた い へ ん！ ？

iｱﾌ ﾟ ﾘ開 発 Too l DoJa版 を 使 え ば 、 ビ ル ド や j a rフ ァ イ ル の 生 成 が 楽 にな っ た と い っ て も 、 ソ ー ス 記述

の たいへん さ は変わ り ま せん 。

市 販 の 開発 ツ ー ル な ど で は長 い 命 令 な ど は 自動 的 に 、 つ づ り が 表 示さ れ た り 、 カ ッ コ の 数も チ ェ ッ ク

し て く れ た り し て 、 と て も便利で す 。

メ モ帳で 記述 する 以上 は 、 ミ ス は当た り前 と 考え ま し ょ う 。回 数を こ な し て く る と メ ッ セ ージ か ら 、 だ い

たい の場所を推 察でき る よ う に な り ま す 。

初歩の段 階でよ く あ る ミ ス は次 のよ う な も ので す 。

・ カ ッ コ の数 があ っ て いな い 。

・ ス ペ ル ミ ス × IApp1 ica t ion ○ IApp l ic a t ion （ １ と小文 字の Lを間違 えてい る ）

・ セ ミ コ ロ ン が抜 け てい る 。 （ こ れ は Jav aの 文 法 と し て 、 命 令 の最 後 には 必ず つ ける も の な の で 、 し っ か

り と 体に覚え込 ませ ま し ょ う 。 ）

・ 修 正 を し て い る の に 、 上 書 き 保 存 を せ ず に ビ ル ド し て い る 。 （ 上 書 き 保 存 を し な け れ ば 、 ビ ル ド は前

の ソ ー ス を 使 っ て 行 わ れ ま す 。 ま た 、 メ モ 帳 で は [CTRL ]+ [S ]と い う シ ョ ー ト カ ッ ト も 使え ま せ ん ので 、 注

意 が必 要です 。 ）

・ 意外 と 、 vo idを vi odと記 述する よ う に順番違 い と い う つ づ り ミ ス も 多いで す 。


